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＜連絡事項＞

· 1/22～23まで院内研修あり。出席できる日に出席する事。

· エクセル・パワーポイントのフォローアップ研修あり。対象者はWIZ上で受講の希望日を入力する事。

· 広報委員会から依頼のあった、俳句は明日〆切の為、担当者は提出する事。

＜外来情報＞

· 細越　定生　様～正月はお父様の件でバタバタしていたと話す。来月四十九日を行うと落ち着く

とのこと。本人の希望で、2/5採血実施予定。胃薬の希望あり、3日分処方となっている。

· 長瀬　紘一郎様～平和病院受診してから詰まる事無く食事摂取出来ているとの事。3/31の手帳の

更新がある為、担当医に「よろしくお願いします」と挨拶している。

· 小野寺　文明様～膝下が痺れる感じがあるとの事。整形外科通院しているが、週2日の通院を行う

よう言われているが、2週に1度通院しているとの事。16日にお母様の面会に行って来たと報告。

· 山田　健次　様～道路は凍っているが転倒することは無く、特に変わりないとの事。

· 種本　サハ　様～両膝に湿布を貼りたいと希望あり、アスモロール1包処方となっている。

· 中居　松男　様～風邪は引いていないが、夜青山荘から戻る際に寒いと話す。21：00には就床

しているとの事。

· 佐藤　朗子　様～仕事が6時間となったが疲労感は無く、食事も摂取する事が出来ていると話す。

· 大久保　康弘様～気分は安定しているが、テンションが高い気がすると話す。金銭管理については、

「お金が足りなくて兄から1万円もらった」と話しており、他者から物をもらう事があり、お返しに何かあげる為、お金を使ってしまうとの事。リントン増薬しており、調子を見てバレリンも荘訳すると説明している。グループホームに入居している為、周囲に合わせて生活するよう指導あり。

· 平　　康子　様～来週採血実施する事を説明すると、「糖が高いんですか？」と気にしてる発言

あり。食事に気を付けるよう説明している。

· 船場　幸子　様～シンラック液の希望あり処方している。階段を昇るときにフラッとすることが

あると話される。20日にバス券を取りに行って来たとの事。

· 奥山　以依子様～便秘は改善されたとのことでシンラック液の処方なし。弟様と連絡を取る事が

出来ないと話されており、外泊も出来ないと話される。体重1kg減少している。

· 上久保　善郎様～今朝外泊から戻ったと話され、再度外泊に行くとの事。3月に青山荘退所予定で

あると話す。風邪の訴えあり、カフコデ処方となっている。

· 鹿原　博夫　様～パン作りについて尋ねると、小さな声で「たまに失敗する」と話す。朝食はパン

とコーヒーで済ませているとの事。

· 前野　義勝　様～腰痛があり腰にホッカイロを貼り、腹巻を使用しているとの事。「薬を飲んで

いても変わらない気がするから、飲まなくてもいいんじゃないか」と確認する事あり。服用前に比べ、対人面は改善されたと話される為、再発防止の為にも継続して服用するよう説明している。

· 柳町　信之　様～再三の電話連絡にて受診。睡眠は23：30から5：00まで取れているとの事。

痔は改善された為、病院受診していないと話す。

· 中居　美津子様～「太ってきて困る」と話しており、体重53.4kg。筋肉痛は改善傾向にあると

話される為、鎮痛剤は痛い時のみ服用する事を説明。常用する事で胃への負担となる事を説明している。胃痛は無いとの事。

＜通所利用者様情報＞

· 川口　尚良様～採血の結果肝機能が悪化していると当院から説明あり、内科受診時に報告し、漢方

が止めとなったと報告される。背部に塗布していた軟膏は、皮膚科診察時に止めとなったと話されている。

· 袴田　淑子様～青風荘より情報あり。下剤服用により下痢をしている為、便の回数と性状を確認

していく。状態については関係機関へ報告する。

· 其田　淑子様～通所利用時にタクシーを使用する事が多く、金銭的に辛い状況になっていると報告

あり。

⇒道路状況によるが、運動も兼ねて徒歩で通所するよう説明している。

＜通所利用者様検討＞

宮　陽子様（59）　主病名：統合失調症　　

デイケア利用開始後：2年9ヶ月　　出席率：70～40％

青山荘契約満了日　：2/23

検討内容
治療計画の見直し、青山荘退所後の通所での対応

治療計画

· 体調不良の訴えが多い為、様子観察し、何かあった際には関係機関へ情報提供して行く。

· 強い口調で自分の意見を一方的に話すことが時折ある為、その際には必要に応じてスタッフが介入する。又、プログラムを通して対人関係を学ぶ。

最近の様子

· 欠席の連絡無く休む事が多い。振り返りに対して、本人は連絡したつもりでいる事が多い。

· 気分変動が激しく、気分の高い様子で他者と交流を持った後、表情硬く一人で過ごす事を、同日のうちに繰り返している。

· デイケアは必要ないと話された後に、「来ると話を出来るから楽しい」と話される等、内容に一貫性が無い。

· 青山荘退所後の生活について、「家で一人で過ごしたい」と希望あり。

· 担当スタッフを変えて欲しいという訴えを繰り返しており、自分の意見を一方的に発言している。

· デイケアでの対人関係に問題は見られない。

青山荘での様子

· 他者に自分の思っている事を伝えたいと思って発言することで、他者とトラブルに至る事が見られる。

· 本人が相手のためを思って発言するが、口調が強いことが原因でトラブルとなっている。

· 世話好きの為、他者に対して意見する事が多いが、自分が意見をされることは受け入れる事が出来ない。

· スタッフ間で統一した関わりを持たなくては、本人の気分変動へと繋がる。

青山荘退所後の対応

· 集団に属することが難しい為、青山荘で過ごしていた時と同様、個別で支援していける方法を検討する。

· 支援方法を何パターンか検討し、柔軟に対応出来るようにする。

· 退所時には、火・水・金曜日はデイケア通所することを条件とし、木曜日は訪問看護利用、土曜日には診察後青明舎を利用する事を退所時に条件付ける。

今後の対応

· 青山荘退所後デイケア利用が出来なくなる可能性が高い為、本人がデイケア通所出来るように過ごし方について本人と話し合う。

· 退所後の通所については、退所ケア会議終了後に、会議内で出された条件と併せて本人と話し合いを設ける。

＜災害時必要物品　検討＞

断水時

· 井水受水槽には、6.75ｔ（青陽館風呂4個分）の水を溜める事が可能。市水の受水槽は無い。

· 井水を使用しない事を考え、18Ｌポリタンク（蛇口付）20個

· ステンレス製台車（タンク運搬用）1台

停電時

· 懐中電灯　4個

· ランタン　4個

· 灯油ストーブ（反射式のもの）4台

· 灯油（青陽館オイルタンクに1000Ｌの備蓄あり）









